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症例は65歳予男性.平成5年12月28日,横行結腸癌に
たいして横行結腸切除萎:施行.術後は経過良好て予,11言二

か第10病L=右二登然Lrl激しい棺桶;I_､い)発症.当初急性
鰐衆を疑ったが CT で門脈ガス血症が見られ腸管壊死


